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国内事業所
本社／メディカル事業統括本部

グローバル本社・R&Dセンター.	.	.	.	.	.	. 愛知県瀬戸市
東京R&Dセンター	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 東京都大田区

デバイス事業統括本部	 大阪R&Dセンター	. . . . . . . . . . . . . . . . . . 大阪府和泉市
静岡R&Dセンター	. . . . . . . . . . . . . . . . . . 静岡県袋井市
東北R&Dセンター	. . . . . . . . . . . . . . . . . . 青森県八戸市
東北R&Dセンター	十和田事業所	. . .青森県十和田市

サテライトオフィス	名古屋オフィス	. . . . . . . . . . . . . . . . . . .愛知県名古屋市
新宿オフィス	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 東京都新宿区

営業拠点	 東京	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 東京都新宿区
大阪	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 大阪府和泉市

海外事業所
中東支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . アラブ首長国連邦	ドバイ
シンガポール支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . シンガポールケッセンタワー
香港支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .中国香港
インド支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . インド	ムンバイ
韓国支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .韓国ソウル（特別）市
台湾支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .台湾新北市
タイ支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . タイ	バンコク

連結子会社
ASAHI	INTECC	THAILAND	CO., LTD. . . . . . . . . . . . . . . . .タイパトゥムタニ県
ASAHI	INTECC	HANOI	CO., LTD. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ベトナムハノイ市
ASAHI	INTECC	USA,	INC.	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .米国カリフォルニア州
朝日英达科贸（北京）有限公司	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .中国北京市
朝日インテックJセールス株式会社	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 東京都港区
フィルメック株式会社	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .愛知県名古屋市
TOYOFLEX	CEBU	CORPORATION . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . フィリピンセブ州
ASAHI	INTECC	LATIN PROMOCAO	DE	VENDAS	E	COMERCIO
DE	PRODUTOS	CIRURGICOS	LTDA. . . . . . . . . . . . . . . .ブラジルサンパウロ州
ASAHI	Medical	Technologies, Inc.	. . . . . . . . . . . . . . . .米国カリフォルニア州
ASAHI	INTECC	CIS	LLC	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ロシア連邦モスクワ州
ASAHI	INTECC	EUROPE	B.V.	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . オランダ	アムステルダム
ASAHI	INTECC	Deutschland	GmbH	. . . . . . . . . . . . . . .ドイツフランクフルト
Filmecc	USA,	Inc.	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .米国カリフォルニア州
朝日サージカルロボティクス株式会社	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 千葉県柏市
KARDIA	S.R.L. 	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . イタリア	ミラノ
Rev.1 Engineering,	Inc.	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .米国カリフォルニア州
Pathways	Medical	Corporation	. . . . . . . . . . . . . . . . . .米国カリフォルニア州

（ご注意）
1.	株券電子化に伴い、株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他
各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関	
（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券
会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）では	
お取り扱いできませんのでご注意ください。

2.	特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、	
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座
の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱
UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3.	未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払い
いたします。

事業所　（2023年12月31日現在）

事業年度	 毎年7月1日から翌年6月30日まで
定時株主総会	 毎年9月
期末配当金受領株主確定日	 6月30日
中間配当金受領株主確定日	 12月31日
公告方法	 当社ホームページ

http://www.asahi-intecc.co.jp/に
掲載します。
但し、やむを得ない事由により電子公告を
することができない場合は、日本経済新聞
に掲載します。

三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先	 〒183-0044
東京都府中市日鋼町1-1
三菱UFJ信託銀行株式会社	証券代行部
0120-232-711	（通話料無料）

株主メモ

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関
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株主の皆様へ

ロボティクス関係や内視鏡関連部材の増加に加え、
海外市場においても米国企業向け循環器系超音波カ
テーテル部材の取引が増加しました。その結果、売上
高は59億72百万円（同4.0％増）となりました。

営業利益は、海外市場を中心とした販促活動費用
や売上増加に伴う連動費用などの営業関係費用の
増加や開発強化のための研究開発費の増加により、
販売費及び一般管理費が増加したものの、134億98
百万円（同35.6％増）となりました。
経常利益は、雑収入の増加や為替差損の減少など
により、134億71百万円（同40.0％増）となりました。
親会社株主に帰属する四半期純利益は、災害保険金
の減少がありましたが、98億20百万円（同31.4％増）
となりました。

現在、当社グループは2026年6月期を最終とする
中期経営計画『ASAHI	Going	Beyond	1000』を推進し
ております。連結売上高1,000億円を超えて、さらに
成長するための事業ポートフォリオの構築として、
非循環器領域の海外販売の強化、ロボティクスなど
の新たな事業領域への積極的な展開などを進め、中
長期的な企業価値の拡大を目指しております。

当第2四半期連結累計期間では、ケニアのエルド
レット病院との合弁により、カテーテル検査・治療の
専門病院を設立することを決定いたしました。この
取り組みを機に、アフリカ地域でのカテーテル治療
の普及を進めるとともに、既存インフラや規制の制
約を受けづらく、先端技術の普及が見込めるケニア
地域の特性を活かして、ロボティクスや遠隔治療な
どを含むイノベーションを推進していきます。
また、当社100％連結子会社である朝日サージカ
ルロボティクス株式会社が開発した外科手術支援	
ロボット「ANSUR（アンサー）」の1号機を国立がん研
究センター東病院に納入することができました。今後	
さらなる販路拡大を目指してまいります。
なお、当社は、昨年度に引き続き「統合報告書
2023」（日・英）を発行しました。本統合報告書でもお
伝えしておりますとおり、当社の果たすべき使命は、
数多くのお客様とのお取引を通じて培った技術力・
対応力を活かして、医療機器分野・産業機器分野の両
方のお客様の課題を解決していくことにあります。
当社は、社会の一員として社会問題や環境問題に対
しても正面から向き合って取り組みを進め、一方で
経済活動においても中長期にわたって確実に成果を
上げていくことで、事業の持続可能性を高めるサス
テナブル経営を実践していきます。

2024年3月

当第２四半期連結累計期間における業績につきま
しては、新型コロナウイルス感染症の影響がほぼな
くなったことによる市場の回復・拡大や外貨高の影響、
市場ニーズの増加、代理店からの受注の集中などに
より、主に海外売上高が大幅に増加し、売上高は543
億41百万円（前年同期比19.6％増）となりました。
メディカル事業につきましては、国内市場でPCI
ガイドワイヤーを中心に循環器領域が堅調に推移
したことに加え、非循環器領域における消化器系製
品やOEM取引の増加により、売上高が増加しまし
た。海外市場においても、循環器領域および非循環

器領域ともに全地域で売上高が増加しました。循環
器領域は、PCIガイドワイヤー・貫通カテーテルを中
心に、全地域にて好調に推移しています。欧州（東欧）
や中国市場の代理店などからの集中した受注があり
ましたが、当該取引を除いても全地域にて増加しま
した。非循環器領域では、中国市場の全領域におけ
る増加に加え、米国市場での末梢血管系製品の新製
品「CROSSLEAD」「CROSSWALK」の効果により、売上
高が増加しました。OEM取引は、米国市場における
循環器領域の新規取引の増加などにより好調に推
移しました。その結果、売上高は483億69百万円（同
21.9％増）となりました。
デバイス事業は、医療部材を中心に売上高が増加
しています。医療部材については、国内市場における

代表取締役社長

中期経営計画『ASAHI Going Beyond 1000』

に基づく成長戦略を着実に進め、

企業価値の拡大を目指してまいります。

市場の回復・拡大や為替影響、市場ニーズの 
増加 な ど に よ り、主 に 海外売上高 が 大幅 に 
増加し、増収となりました。

海外市場 を 中心 と し た 販促活動費用 や 連動 
費用などが増加したものの、増益となりました。

中長期にわたって確実に成果を上げ、事業の 
持続可能性を高めるサステナブル経営を実践 
していきます。



「統合報告書2023」を発行
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T O P I C S  トピックス

財務情報と非財務情報を統合し、企業の全体像を伝える統合
報告書の注目度が高まっています。そうした背景を受け、当社
は昨年度から日本語版・英語版の統合報告書を発行しています。
「統合報告書2023」では、サステナブル経営の実現に向けた経
営上の重要課題と経営戦略をはじめ、人的資本などの非財務情
報、機関投資家と社外取締役の対談、製造資本をテーマとする
社内対談など、今後の成長に向けた取り組みやESG関連のコン
テンツを充実させ、情報開示のさらなる拡充を図りました。
当社グループの持続的な企業価値向上に向けた取り組みへ
のご理解をより深めていただく一助となる統合報告書を、ぜひ	
ご覧ください。

▼「統合報告書2023」はこちらをご覧ください。（2024年3月時点）
＜日本語版＞	 http://www.asahi-intecc.co.jp/esg/asahi-intecc_integrated-report_2023.pdf＜日本語版＞	 http://www.asahi-intecc.co.jp/esg/asahi-intecc_integrated-report_2023.pdf
＜英 語 版＞	 http://asahi-intecc.co.jp/en/esg/Asahi-Intecc_Integrated_Report_2023.pdf＜英 語 版＞	 http://asahi-intecc.co.jp/en/esg/Asahi-Intecc_Integrated_Report_2023.pdf

次世代
スマート治療

既存製品

ガイドワイヤー
カテーテル

スマート
ガイドワイヤー*

ナビゲーション
システム

遠隔治療

07朝日インテックグループ統合報告書2023

*詳細についてはp.34をご参照ください。

Introduction: Our Core Technology

将来ビジョン

次期中期経営計画

新規事業の拡大

現中期経営計画

現在、当社グループは、「既存事業の深化」に加えて「新規事業の創出」を強化し取り組んでいます。

既存事業の深化として、循環器領域の拡大に加えて、末梢血管系・脳血管系・腹部血管系・消化器系

などの非循環器領域にも積極的に製品展開することで、患部領域の拡大・深化を進めています。

現中期経営計画ではこれらの領域拡大により、2026年6月期に連結売上高1,100億円を超えることを目

標としています。そして、さらにはそれを超えての持続的成長を続けるために、現在、さまざまな新規事業

領域の創出に積極的に挑戦しています。当社グループのコア技術・医療機器分野のノウハウと、新たな技

術が融合することで、技術的イノベーションを起こし、新たな次世代スマート治療としての

ナビゲーションシステムや遠隔治療などの実現を目指してまいります。

医療機器の進化に対応し、かつ持続的成長を目指すため、
新規事業領域の創出に挑戦しています。

既存事業（循環器・非循環器）の拡大

循環器系領域の拡大
非循環器系領域の拡大（末梢血管系・脳血管系・腹部血管系・消化器系等）

＋OEM事業の拡大

新規事業の種蒔時期
既存事業の増加が中心

2026/6期 将来

新規事業の拡大

既存事業（循環器・非循環器）の拡大

13朝日インテックグループ統合報告書2023

社長・投資家対談 価値創造ストーリー 財務戦略 業績・会社情報
長期経営ビジョンと
中期経営計画

サステナビリティ
 非財務資本の強化

サステナビリティ
環境と社会

サステナビリティ
ガバナンスYour dreams. Woven together.

              朝日インテック入社の経緯と上場以降の歩み

技術・モノづくりを大切にするDNAを受け継ぎ
上場来、研究開発型企業として急成長

渡辺　朝日インテックといえば宮田社長というイメージがすっかり定着しました。同族経営

には良い面・悪い面がありますが、朝日インテックはトップダウンがいい形で機能している

ように感じられます。まず、改めて入社の経緯をお聞かせください。また、入社してから苦

労したこと、やりがいを感じたこと、経営学をどう学んできたかをお話しいただけますか。

宮田　私が生まれたのは先代（創業者である父 尚彦氏）が独立したころで、すでに工業用ワ

イヤーの事業を手がけていました。商売人の息子として育ち、子供のころからいつかは家業を

継ぐのだろうとぼんやり感じていた一方で、自分の夢を追っていきたい気持ちもあり、二つの

思いのはざまで揺れていました。家業を継ぐためには、大学で金属工学の勉強をすべきだった

のかもしれませんが、情報系の電子工学を専攻してNTTデータ通信（現・NTTデータ）に就

職しました。当時、会社が工業用ワイヤーから医療領域に進出したこともあり、社内の状況

みずほ証券株式会社　
エクイティ調査部長　　

渡辺  英克氏

朝日インテック株式会社　
代表取締役社長

宮田  昌彦

社長・投資家対談

全世界の患者様のQOLを
高めることを目指し、
グローバルニッチ、
技術指向をキーワードとして
世界中のドクターから期待される
存在であり続けます。

が変わりつつあるなかでの選択でした。NTTデータに決めた理由は、いずれ会社を継ぐにして

も日本を代表する巨大な組織に身を置き、プロジェクトを進めていくスタイルや組織をマネジ

メントする手法を学びたいと思ったためです。日本の情報通信分野の先駆けだったNTTデー

タでインテリジェントビルの設計に携わった、と言えば聞こえがいいですが、イメージとは違っ

て工事現場で過ごす時間が多く、そこで学んだ仕事の厳しさや現場の大切さ、多くの業者を

統括する建設業界のヒエラルキーは貴重な経験となりました。手塩にかけて完成したビルに愛

着もわき、仕事の面白さを感じ始めていた矢先、先代から連絡がありました。朝日インテック

が本格的に医療領域に事業を拡大する時期でした。入社する時に先代から言われたのは、い

ずれ社長になった時には工業用ワイヤー以外の事業をやってもいいということ、そして、ゆく

ゆくは上場企業にしたいが、そのためにベースになるのは医療であるということ。医療を自分

で手がけることができるのであれば面白いと思い、朝日インテックへの入社を決意しました。

渡辺　入社への決意に、今の宮田社長の社長たるヒントがあるように思います。いろいろなこ

とをしてもいい、上場企業にしたい、そのためには医療と言われても27～28歳の若さではピン

とこないように思いますが、家業を継ぐかもしれないという問題意識を子供のころから感じてい

たからこそ、納得したのでしょうか。また、医療のどこに魅力を感じたのかをお聞かせください。

宮田　工業用ワイヤーは、主にメーカーであるお客様から具体的な製品仕様をいただいて、

その部品を供給することとなりますが、医療機器の場合、ドクターと共に製品開発を行えるこ

とに非常に興味をもちました。未知の分野という面白さもありました。私が入社した当時の朝

日インテックは、従業員が 200～300人くらいの小さな会社でした。医療を始めるために産

業機器で稼いだお金を医療につぎ込んでいたので、産業機器の社員から見れば医療は金食い

虫という印象だったのでしょうね。入社時に連帯保証人のサインをさせられました。売上と借

金が同額程度もあるというような事情を後日知り、大変なことになったと思いましたが、そう

いった株式公開せざるを得ない状況が起爆剤となり、先代とともに株式公開に向けて必死に

取り組みました。

渡辺　医療事業は、宮田社長が入ってから立ち上げたのでしょうか。

宮田　私が入社したのは医療事業の立ち上げと重なる1994年、ようやく基礎が固まり、こ

れから販売に乗り出すという段階で、朝日インテックの名がまだどこにも知られていない状況

でした。当時の医療事業のトップだった常務からは、社内のエースが辞めてしまったから、そ

の代わりにドクターへの対応を担当するように言われました。社長の息子であればドクターも

無下にはせずに会ってくれるでしょうし、何より営業は得意だと思われていたようです。

渡辺　ドクターとのパイプを築いてビジネスにするまでは、ご苦労されたのではないでしょう

か。どのような経緯でドクターに会いに行けるようになったのでしょうか。宮田社長の人とな

りによるものが大きいでしょうか。

宮田　ドクターのニーズを具現化できる技術力が企業になければ、相手にもしてもらえませ

ん。まずは圧倒的な技術力の確かさが重要でした。ドクターとのパイプをつくるために必要

な医療関係の知識については一生懸命に勉強しましたが、それに加えて提案力や素養も必要

です。幸いにもそれまでの社会人経験で培うことができていたので、心臓カテーテル治療分

野のパイオニアである加藤修先生をはじめとするKOL（キーオピニオンリーダー）のドクター

の方 と々のコミュニケーションにおいて活かすことができました。心臓領域から始まった成功

体験は、他治療領域のドクターへの提案にも横展開できました。その当時は基本的に販売

代理店がドクターコントロールをして、当社のような医療機器メーカーはその下請けという文

化でしたが、いずれはそれを打破して、自社で販売まで手がけたいと思っていました。ドク

ターたちと会話を重ねるうちに、彼らは実際にモノづくりを手がけるメーカーと話したがって

いることに気付きました。そのため、朝日インテックが実力を蓄積することで直接販売が可能

になり、さらにはモノづくりに必要な情報を直接得ることができるようになると思っていたの

です。下請け時代から、直接販売へのこだわりを持ち続けていました。

渡辺　当時の精鋭部隊の様子が伺えますね。そうした技術オリエンテッドな企業文化は組織

が大きくなるにつれて薄れていくと一般的には言われますが、朝日インテックはなぜ、今でも

濃いままなのでしょうか。

宮田　オーナー企業なので、技術・モノづくりを大切にする先代のDNAが深く根付いてい

ます。私自身も先代のそんな背中を見ながら育ってきました。朝日インテックの根底にあるの

は、研究開発に一番お金をかけるということ。だからこそ研究開発がヒーローになりえること

を、社員たちは意識し続けてきました。DNA、スピード、瞬発力、体力がなくなれば、朝日

インテックは一気に衰えてしまうだろうということを、社員に伝えていきたいと思っています。

渡辺　今では組織が大きくなり、社員全員とコミュニケーションをとるのは大変難しいと思いま

す。朝日インテックのDNAは、部門長や役員に繰り返し伝えることで定着しているのでしょうか。

宮田　それもあると思いますが、日ごろの現場の人たちとのコミュニケーションを通じて伝わ

る部分が大きいと思います。私は頻繁に現場を回るので、社員がその姿を目にする機会は多

くあります。また、トップ営業に社員が同行する場合にも、肌感覚で得るものは何かしらある

でしょう。

渡辺　上場以来の出来事を振り返って、重要な転換期やターニングポイントはいつだったと

思いますか。

宮田　一番のターニングポイントは、米国アボット社との独占販売代理店契約を締結した時

です。欧米への足がかりとなり、朝日インテックのブランドを世界に発信するきっかけとなっ

たのです。そこに至るまでは、日本のドクターの技術力を世界に発信し続けていたという経緯

がありました。

              次の成長に向けた種まき、礎づくりについて

確かな技術力、ドクターとの信頼関係を基盤として
新たな領域に挑戦

渡辺　ペリフェラル（末梢血管系）やニューロ（脳血管系）、消化器官領域などのインターベ

ンションが非常に順調に進んでいると感じられます。M＆Aなどを通じて、従来のビジネスモ

デル以外の領域も加わりました。2020年代後半に向けて、現在の進捗状況をどう見ている

のかをお聞かせください。

宮田　循環器の成功が当社にとっては非常に大きく、またそれを海外に発信できたことはさら

に大きなトピックでした。この成功事例を通じて、日本の技術を横展開できると強く感じたの

です。投資家の方々にはワイヤー以外の余計な事業はしなくてもいいと言われることもありま

すが、社長就任後の2010～2015年ごろから、この先、循環器だけでは厳しくなるのではな

いかと考えていました。医療償還価格の下落に加え、すでにある程度市場シェアを獲得してい

たので、今後の成長ポテンシャルを考え、患部領域を広げる必要性を感じ始めていました。そ

のため、循環器のみならず非循環器領域であるペリフェラルやニューロ、腹部血管系領域に

進出し、国内市場ではそれらの領域ですでに高いシェアを確立しています。循環器領域で確立

した国内における成功事例を海外に展開する手法は、ペリフェラルではうまくいきましたが、

ニューロに関しては苦戦しました。国内で7～8割のシェアを獲得した成功事例が海外でも通

用すると予想していましたが、実際ふたを開けてみると、今までの手法が海外では通じなかっ

たのです。患部領域によって日本と海外では普及方法が違うと気付き、日本のドクターだけで

はなく、世界のKOLドクターとの対話を通じて開発を進める方向に転換しました。

渡辺　ニューロの方がペリフェラルよりも、技術オリエンテッドだということでしょうか。

宮田　ワイヤーのクオリティに差があるわけではありません。ニューロについては最後の治療製

品であるコイルなどが花形で、朝日インテックの製品は運ぶためのワイヤーです。ワイヤーは、

どの治療にも確実に使用される必要デバイスです。いろいろな取り組みを進めているうちに、循

環器についてはワイヤーが通るかどうかが重要で、ニューロは特に、海外市場では背景が異な

ることも分かりました。よって、米国市場では米国のKOLドクターのニーズを捉えた製品開発

を行い、製品化を実現しています。米国市場はニューロの単価が高く、付加価値が高い魅力

的な領域です。更なる市場拡大も見込まれるため、重点分野として今後強化していきます。

渡辺　今後新たに取り組むロボット領域についてはいかがですか。

宮田　将来的にはデバイスだけではなくソフトウェアやロボティクス、AIの時代が来ると予測し、

この分野に何らかの形でいち早く参入したいと思っていました。一つは内科的なインターベン

ションの領域で、スマートガイドワイヤーやプラズマ*が大きなテーマ。もう一つは腹腔鏡手術支

援ロボットのANSUR（アンサー）。買収した2年前よりも今のほうが、自信があります。その理

由は、ダヴィンチとコンセプトがまったく違うこと。ANSURは術者をサポートするアシスタント

の機能に特化していることで、ダヴィンチを導入できない病院が人手不足解消、働き方改革の

ために関心を持っているケースが多いようです。コストの問題でダヴィンチは難しいという層が

ANSURを導入することから、一定のニーズが見込めます。間もなく1号機が完成しますが、当

初の見込みより引き合いが強い状況です。今後はさまざまな展開をしていきたいと考えています。

渡辺　スマートガイドワイヤーやANSURは今、何合目くらいだと思いますか。10年、20

年、30年のスパンで考えた時、違う風景が見えてくるのではないでしょうか。

宮田　何合目というのは難しいですが、例えばAIを使った自動アシストなどはイメージしやす

く、実現できると考えています。ファーストステージとして足場を固めるためにまず一つ製品

を開発することで、いろいろな情報がアプリケーションとして見えてくると思います。

渡辺　シーズを見いだすためのリサーチは行っていますか。

宮田　術者の手の動きを伝える部分はワイヤーが必要なため、まずはそのシーズにおいて朝

日インテックの強みが活かせると考えています。そういった考えに基づいて「探索」した結果、

ANSURという案件がまとまりました。

渡辺　既存事業の「深掘り」と新しい事業の「探索」を両立させる「両利きの経営」において、

「探索」に関しては、大企業でもうまくいかないことが多いです。M&Aにおける高い成功率の

要因は何でしょうか。

宮田　例えば外科やロボットなどの新たな領域に進出する時には、私自身が勉強して、学会

や著名な先生とのパイプをつくりにいきます。ダヴィンチが一強だということを把握している

ためその領域には参入せず、違うコンセプトのANSURの開発を目指しました。どの診療科

やベンチャーについてもある程度把握できているので、M＆A仲介業者から紹介を受けるとき

にはすでに自社の情報網を通じて情報を得ています。トップドクターからの口コミも少なくあ

りません。新しい情報をどれだけキャッチできるかが重要だと思っています。

渡辺　トップダウンのメリットが表れているのだと思います。社員はどのように感じていると思い

ますか。

宮田　どちらかというと、突っ走っていると思われているのでは。なんとかついて行って追い

付かなきゃという雰囲気を感じます。今日明日の飯のタネである既存事業は大事です。一方

で、将来を見据えた新規事業の開拓も必要。自分の中では既存事業と新規事業のバランス

をとってやっているつもりです。消化器など新たな領域のマップについても、理解を深めて判

断することで偏らずにできているのだと思います。

渡辺　2020年代に入ってから強固な礎を築き始めているのではないかと感じますが、宮田

社長が思い描いていた通りに進んでいますか。次のフェーズに向けて羽ばたくのは、いつごろ

とお考えですか。

宮田　2020年代に入り、ようやく新規事業の販売ができるフェーズとなりました。実績を積

み上げれば、1～2年の間に次の大きなアプリケーションに挑戦できます。究極的には、ロ

ボットでの遠隔治療を可能にするためのナビゲーションの技術やソフトウェアの技術、そのた

めのセンサーや半導体などを自社で開発できるような体制を整えていきたいと考えています。

遠隔治療も将来的には必要だと思いますが、なかなか進まないのが現状です。以前、北海

道の名寄でロボット治療に関心のあるドクターがいらっしゃいました。稚内の患者さんが

ACS（急性冠症候群）で倒れた場合、カテーテル治療のできるドクターがいないため、現地

で対応できません。ドクターヘリを飛ばさないと、患者さんは亡くなってしまいます。もし稚

内にロボットがあれば、名寄のドクターが遠隔でワイヤーを操作してバルーンを膨らませて命

を助けることができるのです。ロボットは、人口減少社会における医療の一つの解だと思って

います。100％ロボットでできるとは思わない、そうあるべきではないと思いますが、ロボッ

トにある程度任せられるということは、大変に価値のあることだと思っています。

渡辺　宮田社長の遠隔治療への意気込みは、投資家にうまく伝わっていないのではないかと

思うことがあります。朝日インテックにとっての遠隔治療の位置づけ、遠隔治療領域進出の

理由や背景について改めてお話しいただけますか。

宮田　朝日インテックは最終的には全世界の患者様のQOLを高めることを目指していて、その

ために遠隔治療があると認識しています。米国には、CorPathというインターベンションロ

ボット（ガイドワイヤーやカテーテルを、ドクターがカテーテル室内にて患者さんから離れた場

所でリモートコントロールで操作できるロボット）がありますが、それが作られた目的は、ドク

ターの放射線被ばくを減らすことであり、患者さんには何のメリットもありませんでした。しか

し、稚内のような遠隔治療のケースであれば、その意義があります。インターベンションのロ

ボットが完成すれば根本的に発想が変わり、専用のワイヤーなどのデバイスが必要になってき

ます。日本はレギュレーションが厳しく難しいため、最近はアフリカを検討しています。アフリ

カは患者数が多く、しかもレギュレーションがまったくないため、対応できていない状況です。

今は実験段階ですが、まずはケニアでの展開に挑み、そこで当社の技術を磨いて日本に持ち

帰りたいと思っています。

渡辺　遠隔医療というより、ロボティクスの活用によって今の朝日インテックの技術や治療の

常識が根本的に違う次元に飛躍するかもしれない。朝日インテックから近い領域で活かせる

ということでしょうか。

宮田　そのためのセンサー技術も手がけようとしています。それがスマートガイドワイヤーにな

る可能性もあり、またガイドワイヤーの位置がX線以外でも分かるようになれば遠隔の操作が

可能になるということで、非常に面白い領域として取り組んでいます。遠隔治療を手がけるのは

診断系の企業が多いのですが、朝日インテックは治療のど真ん中です。治療系の企業の方が細

かいニーズまで把握しているため、ロボット遠隔治療用のデバイスが順調にいけば、価値を創

出できると思います。すべてをロボットに任せる必要はなく、急性期の簡単なストロークやACS

への対応は、血流を改善すれば命の危険を回避できます。それだけでも、ロボットの価値は十

分あると考えています。過疎地の医療事情を視察した時に、絶対に商機があると確信しました。

最終的なゴールに到達するためには、技術が必要です。プラズマワイヤーに関して言えば、

プラズマハードウェアだけでなくナビゲーションのソフトウェアなども朝日インテックで開発で

きるようになり、認可が一つ下りました。従来の職人的な技術に加え、ナビゲーションのソフ

トウェアを活用することで、一般化・標準化された治療を目指す必要があると考えています。

渡辺　引き続きM&Aなども必要に応じて検討し、技術的な面での補充もしていくということ

でしょうか。今の取り組みは、いつごろ実を結ぶとお考えですか。

宮田　技術オリエンテッドに進めていくため、遠隔治療であれば5年以上かかると見込んで

います。その布石となるスマートワイヤー、ロボットは今年から徐々に始めていて、成果が見

えてきました。

              持続的成長について。可能性と制約、強みと課題、夢と現実

グローバルニッチ、技術指向をキーワードに
持続的成長の実現を目指す

渡辺　これから30年後、50年後、朝日インテックはどのようになっているとお考えですか。

可能性と制約、強みと課題、夢と現実、あるいは社内と社外などの面からお聞かせください。

宮田　30年もの長期スパンは明確にイメージできませんが、朝日インテックは変わらず尖っ

ていて、世界中のドクターから期待される存在でいたいと思っています。現在は、大企業が

手を出せないニッチでグローバルな市場に対して真摯に向き合うことで、ドクターの方々から

評価されています。当社の立ち位置は今後もそうありたいし、存在意義だと思っています。

大企業と同じスタンスでいれば当社の良さは発揮できない。グローバルニッチ、技術指向を

キーワードとして、社内に対しても発信していきます。

今後の課題は事業承継です。次の代に向けていかにつないでいくかを課題として、2年前か

ら将来の幹部候補育成のためのトップガン研修を始めました。マネジメントはもちろんのこと、

技術者集団も次の代へとつなぐ必要があるため、人事コースをマネジメントとスキルに分けて

制度化しました。トップダウンで進めながらも、必要なメンバーを交えて人事制度や福利厚

生などの見直しを進めています。これまで研究開発に資金を投入してきたため、こうした企業

内部のインフラ整備に課題があることは認識しています。

渡辺　宮田社長にとって、社長の座に就かれるモチベーションは何でしょうか。

宮田　社員が常に私のことを見ていると思うと、手を抜けません。何よりも新しい領域に挑

戦したり、ドクターに会ったり話したりすることが面白いです。多くのことを期待されるなか、

朝日インテックに何ができるのかを考えることが楽しい。また、KOLのドクターが日夜寝る間

も惜しんで患者さんを診たり、新しいテクノロジーを研究する姿は本当に素晴らしいと感じる

と同時に、その場で同じ空気を吸う身として、私も頑張らなければいけない、負けたくないと

思います。そのための努力は惜しみません。

渡辺　社長のその姿勢は、企業文化として受け継がれているように思います。

宮田　そうかもしれませんね。技術に対して常に正直でなければいけない、モノづくりに嘘

があってはいけない、と考えています。できる・できないをきちんと分けているからか、ドク

ターたちにはよく「朝日インテックのエンジニアはまじめ」だと言われます。また、他社の場

合はエンジニアがドクターと直接会って話をすることはほとんどないようですが、当社はエン

ジニアとドクターが頻繁に話します。その点がイノベーションのもととなっているのではないか

と言われることもあります。そこが朝日インテックと他社の違いであり、強みにつながってい

るのかもしれません。

渡辺　ガバナンスに関してはいかがでしょう。役員会に対して期待していることについて伺い

たいと思います。

宮田　同族経営と株式公開は、一見矛盾するように感じられるかもしれません。同族経営で

あるがゆえのパワーは良い面と言えると思いますが、一方、権限の集中に対して周りがガバ

ナンスを利かせることが重要になってきます。社外取締役制度の導入以降、社内のメンバー

だけでは気付かなかったことを気付かせてくれる社外取締役の声に常に耳を傾けています。

また、ドクターの方々からご意見をいただくこともあります。経営にはアクセルとブレーキの

バランスが重要で、バランスが取れていれば全体のガバナンスが利いていると言えます。当社

の場合、社外取締役や伊藤CFOがブレーキの役割を担ってくれています。

渡辺　サステナビリティについては、多様なステークホルダーに対してどのように取り組んで

いくかが課題ではないかと思います。サステナビリティについてのお考えをお聞かせください。

宮田　2年ほど前にある会合で会ったヨーロッパの人たちが「地球がなくなると事業ができな

い」という話をしていて、その時初めてなるほどと腹落ちをしました。まず地球があって事業

の継続が可能だということ。そこに企業がコミットしていくことの大切さに気付きました。だ

から、社会に関しても環境に関しても、本腰を入れてトップダウンとボトムアップの両方から

取り組んでいこうとしています。ESGにきちんと取り組める企業こそが底力を持ち、伸びてい

けると資本市場から認識されるのだと思います。まだ本腰を入れ始めたばかりですが、サス

テナビリティの取り組みを継続して進めていきます。

渡辺　セルサイドアナリストとしては、業績を追いかけるばかりではなく、経営者や企業の思

想を判断材料としています。非財務情報を見れば、定性的に価値のある企業だということが

感覚的に分かり、結果的にそういった企業が投資家から継続的に高い評価を得ています。

ESGの考え方がすべての要素を分解しているわけではありませんが、因数分解として分かり

やすいと認識しています。サステナビリティについて宮田社長自らお話しいただき、アナリスト

として励みになりました。
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グローバル本社・R&Dセンター内

将来ビジョン社長・投資家対談

ケニア エルドレット病院との合弁による
カテーテル専門病院の設立について

証券コード： 7747東京証券取引所プライム市場
名古屋証券取引所プレミア市場

Your dreams. Woven together.
1本のワイヤーでお客様の夢を実現すること、それが私たちの使命です。

統合報告書 2023
朝日インテックグループ

〈 発行日 〉 2023年9月29日

「Forbes JAPAN HEALTHCARE CREATION AWARD 2023」で
朝日サージカルロボティクスがグランプリを受賞

エルドレット病院とスタッフ

当社とケニアのELDORET	HOSPITAL	LTD	（以下エルドレット	
病院）は、合弁会社ELDORET	HOSPITAL-ASAHI	INTECC	HEART	
CENTREを設立し、カテーテル検査・治療の専門病院を開設・
運用いたします。エルドレット病院が位置するケニア西部に
は現在、カテーテル検査や治療が可能な施設は極めて少なく、
多くの方々が検査や治療を受けられない状況です。当社とエ
ルドレット病院が共同でカテーテル室を開設・運営することで、
多くの患者様を救うことが可能になるとの考えから、今回の
提携に至りました。
本施設では、当社のKOL※1のネットワークを通じて、日本

のドクターを紹介し、現地医療従事者に対してCTO※2治療な
どの困難な手技も含めたトレーニングを行うなど、医療環境
の向上にも努めてまいります。

当社は、既存インフラや規制の制約を受けづらく、先端技
術が一気に普及しやすいケニア地域の土壌を活かして、ロボ
ティクスや遠隔治療などの次世代スマート治療を含むイノ
ベーションにもつなげていきます。この合弁事業を皮切りに、
アフリカ地域でのカテーテル治療の普及を進めてまいります。
※1		KOL：Key	Opinion	Leaderの略。医療業界で多方面に影響力を持つ医師の	
ことを指します。

※2		CTO：Chronic	Total	Occlusion慢性完全閉塞の略。血管内が完全に詰まっ
たまま、長期にわたり放置された病変であり、カテーテルを使用した治療
の中でも非常に難易度が高い治療になります。

当社100％連結子会社である朝日サージカルロボティ
クス株式会社が、Forbes	JAPANが主催する「HEALTHCARE	
CREATION	AWARD	2023」にてグランプリを受賞しました。
「HEALTHCARE	CREATION	AWARD」は、ヘルスケア領域にお
ける最新テクノロジーやインフラ、プロダクト、取り組みに
注目し、これからの日本のヘルスケアをリードする企業や人
物・取り組みに光を当てるアワードです。
この度、同社が開発した外科手術支援ロボット「ANSUR」は、
海外製品が主力のロボット市場の中で国内の医療スタート

アップの成功事例であることや、手術部位や機器の移動のし
やすさなどの差別化を図っている点などが評価され、今回の
受賞につながりました。
「ANSUR」は、術者をサポートする助手の機能に特化して
おり、低コストを実現するとともに、医師の働き方改革の対
応策としても、期待されています。2023年11月には国立がん	
研究センター東病院に1号機が導入・使用されており、今後	
さらなる販路の拡大を目指してまいります。

合弁会社の概要
名　　称	 ELDORET	HOSPITAL-ASAHI	INTECC	HEART	CENTRE
所 在 地	 Makasembo	Road,	Eldoret,	Kenya
代 表 者	 Prabhudas	V.	Lodhia
事業内容	 カテーテル検査・治療の専門病院の運営
出資比率	 朝日インテック株式会社（当社）…45％	
	 ELDORET	HOSPITAL	LTD…55％

外科手術支援ロボット「ANSUR」

「HEALTHCARE	CREATION	AWARD	
2023」グランプリ授賞式にて

日本語版日本語版 英語版英語版
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連結財務データ

売上高　前年同期比 19.6％増
新型コロナウイルス感染症の影響がほぼなく
なったことによる市場の回復・拡大や外貨高
の影響、市場ニーズの増加、代理店からの受注
の集中などにより、主に海外売上高が好調に
推移し、増収となりました。

営業利益　同 35.6％増
海外市場を中心とした販促活動費用や売上増
加に伴う連動費用など営業関係費用の増加、
開発強化のための研究開発費の増加により、
販売費及び一般管理費が増加したものの、増
益となりました。

経常利益	同40.0％増 四半期純利益	同31.4％増
経常利益は、雑収入の増加や為替差損の減少
などにより増益となりました。親会社株主に
帰属する四半期（当期）純利益は、災害保険金
の減少がありましたが、増益となりました。

売上高 営業利益／営業利益率 経常利益／四半期（当期）純利益＊1

1株当たり四半期（当期）純利益研究開発費／研究開発費比率 総資産／純資産／自己資本比率

商　　　　号	 朝日インテック株式会社
	 （ASAHI	INTECC	CO.,	LTD.）

設　　　　立	 1976（昭和51）年7月8日

資　本　金 	 188億6,079万円

従 業 員 数 	連結9,780名／単体1,036名

上場証券取引所	 東京証券取引所（プライム市場）
	 名古屋証券取引所（プレミア市場）

主な事業内容	 ①	主に血管内治療に使用される低侵襲治療
製品（ガイドワイヤー・カテーテル）の開発・
製造・販売

	 ②	医療機器分野および産業機器分野の部材等
の開発・製造・販売

代表取締役社長	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 宮田	昌彦

代表取締役副社長	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 宮田	憲次

専務取締役	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 加藤	忠和

常務取締役	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 松本	宗近

取 締 役	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 寺井	芳徳

取 締 役	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 伊藤	瑞穂

取 締 役	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 西内	　誠

社外取締役		. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 伊藤	清道

社外取締役		. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 草刈	貴弘

社外取締役	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 田口	晶弘

社外取締役（監査等委員）		. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 富田	隆司

社外取締役（監査等委員）		. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 花野	康成

社外取締役（監査等委員）		. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 深谷	玲子

発行可能株式総数	 800,000,000	株
発行済株式の総数	 271,633,600株（自己株式7,955株を含む）
株主数	 13,397名

大株主

所有者別株式分布状況

株主名 持株数（数） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行（株）（信託口）35,960,300 13.23

ボウエンホールディングス（株） 23,084,032 8.49

（株）日本カストディ銀行（信託口） 18,943,900 6.97

JP	MORGAN	CHASE	BANK	385632 12,355,620 4.54

SSBTC	CLIENT	OMNIBUS	ACCOUNT 8,483,380 3.12

THE	BANK	OF	NEW	YORK	MELLON	140041 8,164,629 3.00

（株）ハイレックスコーポレーション 8,100,000 2.98

アイシーエスピー（有） 7,200,000 2.65

宮田　昌彦 5,815,500 2.14

宮田　憲次 5,268,400 1.93

（注）持株比率は、自己株式（7,955株）を控除して計算しておリます。

会社情報／株式情報　（2023年12月31日）

役　員

会社概要 株式情報

●金融商品取引業者
　0.44％

●金融機関
　26.76％

●その他の法人
　20.54％

●自己株式
　0.00％

●個人
　9.61％

●外国法人等
　42.65％
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国内事業所
本社／メディカル事業統括本部
	 グローバル本社・R&Dセンター.	.	.	.	.	.	. 愛知県瀬戸市
	 東京R&Dセンター	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 東京都大田区
デバイス事業統括本部	 大阪R&Dセンター	. . . . . . . . . . . . . . . . . . 大阪府和泉市
	 静岡R&Dセンター	. . . . . . . . . . . . . . . . . . 静岡県袋井市
	 東北R&Dセンター	. . . . . . . . . . . . . . . . . . 青森県八戸市
	 東北R&Dセンター	十和田事業所	. . .青森県十和田市
サテライトオフィス	名古屋オフィス	. . . . . . . . . . . . . . . . . . .愛知県名古屋市
	 新宿オフィス	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 東京都新宿区
営業拠点	 東京	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 東京都新宿区
	 大阪	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 大阪府和泉市
海外事業所
中東支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . アラブ首長国連邦	ドバイ
シンガポール支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . シンガポールケッセンタワー
香港支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .中国	香港
インド支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . インド	ムンバイ
韓国支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .韓国	ソウル（特別）市
台湾支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .台湾	新北市
タイ支店	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . タイ	バンコク

連結子会社
ASAHI	INTECC	THAILAND	CO.,	LTD. 	. . . . . . . . . . . . . . . .タイ	パトゥムタニ県
ASAHI	INTECC	HANOI	CO.,	LTD.	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ベトナム	ハノイ市
ASAHI	INTECC	USA,	INC.	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .米国	カリフォルニア州
朝日英达科贸（北京）有限公司	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .中国	北京市
朝日インテックJセールス株式会社	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 東京都港区
フィルメック株式会社	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .愛知県名古屋市
TOYOFLEX	CEBU	CORPORATION	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . フィリピン	セブ州
ASAHI	INTECC	LATIN	PROMOCAO	DE	VENDAS	E	COMERCIO
DE	PRODUTOS	CIRURGICOS	LTDA.	. . . . . . . . . . . . . . .ブラジル	サンパウロ州
ASAHI	Medical	Technologies,	Inc.	. . . . . . . . . . . . . . . .米国	カリフォルニア州
ASAHI	INTECC	CIS	LLC	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ロシア連邦	モスクワ州
ASAHI	INTECC	EUROPE	B.V.	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . オランダ	アムステルダム
ASAHI	INTECC	Deutschland	GmbH	. . . . . . . . . . . . . . .ドイツ	フランクフルト
Filmecc	USA,	Inc.	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .米国	カリフォルニア州
朝日サージカルロボティクス株式会社	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 千葉県柏市
KARDIA	S.R.L. 	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . イタリア	ミラノ
Rev.1	Engineering,	Inc.	. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .米国	カリフォルニア州
Pathways	Medical	Corporation	. . . . . . . . . . . . . . . . . .米国	カリフォルニア州

（ご注意）
1.	株券電子化に伴い、株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他
各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関	
（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券
会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）では	
お取り扱いできませんのでご注意ください。

2.	特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、	
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座
の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱
UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3.	未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払い
いたします。

事業所　（2023年12月31日現在）

事業年度	 毎年7月1日から翌年6月30日まで
定時株主総会	 毎年9月
期末配当金受領株主確定日	 6月30日
中間配当金受領株主確定日	 12月31日
公告方法	 当社ホームページ
	 http://www.asahi-intecc.co.jp/	に
	 掲載します。
	 	但し、やむを得ない事由により電子公告を

することができない場合は、日本経済新聞
に掲載します。

	 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先	 〒183-0044
	 東京都府中市日鋼町1-1
	 三菱UFJ信託銀行株式会社	証券代行部
	 	0120-232-711	（通話料無料）

株主メモ

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関




